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研 修 報 告 書

令和 6年 7月 20日

長浜市議会議長 中 サti 勇 様

長浜市議会議員  松 本 長 治

私が出席した次の研修視察の結果について報告します。

1.研修等名  令和 6年度 会派視察研修

2,研修期間  令和 6年 7月 8日 (月 )～ 7月 9日 (火 )

3.研修場所及び目的

「備北メディカルネットワーク医療連携について」

一般社団法人三次地区医師会 (広島県二次市)

「完全個室化病院の運営について」 みとよ市民病院 (香川県三豊市)

「閉校後の施設利活用について」  のじまるコエラ (兵庫県淡路市)

4.調査内容感想等

・研修の目的

記
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コンセプト1こした暮富な野菜や淡路 ″裸供されるSDGsの取 り組みハ施設の 1 らゝ 3階ま

′卜学 校 の而 彰 力残 1ン つ つ レストランや商品師帝、グラウンドに l土ァ|ヽ動物園′Fだが l晋本ねノ、今
で

国から多くの方が来られて彰 現状から、今後の の保有する施設和1用 の家考にしたい。

・研修内容

【一般社団法人三次地区医 会 】

よる医師派 、特に中山間地域の医療機 関では困難となつ そ で 2011年に広 県内陸部と

1 が い上ヒ て し

らえる地域 療の確保を目指して、「 島中山間地病院長コンツーシアムJが設立された

の とし が

狩合 めノ皓
く
絋 的に 的 な 流 狩 るヽとこ,■ 芽監イ者↓符 こ立つ 貯 ,′ ^また、イまカ のこと 士和競 医療▼

C,、

地区医師会であり、法人設立に簡単に同煮できたのかという については、あくまでも医療人材の

セ し また の

いとの説 をされ、了角声牛を得たとのこμハ中でヰゝ、 未太ネ十分説得す lttΓ星牛労イ動省医茂 局 の 力

添えが必要であり、庄原赤十掌病院は少し浮れ 穂携 推 進 法 人へ の参力日となったハ

現在、この連携は地域の開業医の皆さんの協 辛ぅ含め、全体で地域 医療を守るとの い 堤臥い ¬G

成り立っており、県の強いリ―ダーシップが不可 であると帯ぅ話しておられたハ

【み とよ市民病院】

病室の 個室を実現す るとい う とは、コス ト高の 院 となることが危惧 される。そこ

で 、 40億円の実 芹 目指 した ロー コス トで の病院建 力行 うため、コス 卜和青ユ蔵ノ

ウハウを導入する ECI方式を導入された。病
`ま

199歩衆か ら 122 床に縮小、病室の個室に

よる差額べ ッド代イま取 らなヤヽこと^あ くまで 古 くて 汚 く入院 た くたい病院か ら 入院 し

て療養 したい病院に変わることを 目指 された の とぉ

2020年 10 月に起工式 われ 、 2022年 3 に建物が完成 し3 き渡 しが行 われ 建設期

コ ロ ルスのま が に の

である、建物・外構工事 40億円 (消脅税別)の枠内に めることができたとのこと。
い

全室個室でコストを抑える た め の努 力 として レの椛 置 の F半耳係 カゝ ら宋が必莫い とトイ い う点

も、看護に携わる職員の協 で進 め られた とセヽ うお話や、トイレは入院患者の多 くがオムツ

を使 う であることカゝら、職 員の提案に り 3分の 1の に設置 し、残 りは配管 を入

の になつ ヤ｀ の ど 々 の が て い

できた。

現在、個室である事 る葬額代 について 加箪 の方 向で されているお話 幸ゝお F耳日き

したが、全目的に病院経営 ど こ幸、苦労されてしヽる と感 じたハ

【のじまスコーラ】

「ス コ― フ | とはイタ リア語 で学構 い う ル の と イヒ式う人 口減少 の影饗 で 開 構と

日イまヨ五日にヰゝかかわらず、

長 浜 市 議 会

い したが、当した小学校が、年間 15万人 も訪れ る人気の施設に生ま わったと知 りお伺

やはりたくさんの で賑わっていた。
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説 明 で は、支ず新 入ネ十昌の石汗修 の一瞬 で、怖設 の 源 営 行 つ て セ るヽイ則而幸、あ ル の と

また、特に淡路島の食材などにこだわつてお れ、地域住民も多く参加する 恒例の夏祭

りや 、定期 的 オ企合 唱貌 室 オF ど地 域 カ の 本 流 の 胡′ミと され て セ るヽ > のこと

地域活性化のシンボアレ拠点 として、企業、自治体、PTA テ£どの組織団体などカゝ ら視察のニ

_ズが夕多ぃとのことで、流設 としては淡路島の合材を使用 した本格イタリアン、無農薬野菜

や地元食材 のほカゝ淡路島のお 土 狩阪帝、の じまベー リー (無添加 のパ ン さん )、 ペ

で ス フ ェ の じ いつた の

れてヤヽるぉ

施設か らは、日本の夕陽 100選に選ばれた の播磨灘を眺める ともでき、 が以前

小学校であつたことを忘れて しま うようオk｀ 空間であると じた ハ

。行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

【一般社団法人三次ナ十打区医師会】

医師会 のナ由しさんから、地域 医 准 法 人の仕 組 み 目的 狩T箪 に教 えてい た 女ゴセヽ

と花膝まえ 岳 浜 の 医療再編 に 幸ゝ 幸、重募 オk｀ 点で あ る、 需象》糸内窄許、 糸際糸帝r灼 に れ からの地

域医療を、皆 カミ理角軍し合いオょ`が ら めてヤヽ く必要性 と重 を 特 イこ感 じたハ中で 幸、、県の リ

―ダーシップがなにより幸ぅ大切で ることa

今回の視察に際 し、医師会の皆 んには現在の長浜の 1務
テ様々オ食証いただいてお り、ど

うしてこのよ うな進 め方を されてセヽ るのか理解 できなヤヽ といった主 旨の思いを言われたう

えで、あら めてこの よ うオ汽`状況であれ イず Π寺間がかか 止 う こ黒えるが、そ れ の F美月係

者 が同 じ立場 で 士和域 の医療 を考 え 場 をつ くる ミ球喜ではないかぉと 指 摘 い たる協議 の カ

だいた点 やぅ、今後 のと め方 に活か してヤヽ き セ ハ`

【み とよ市民病院】

今 回 は、病室の個室化 に るメリットとデ
ー
メリッ 卜を深 く考える機会となった∩確

:、 の こよ プ ベ ー の と の の つては

のつなが り力 犬 め る傾 向 幸ゝ見受 け られ る、個室化による の 非効率化やコス ト高 は否 めな

い 岸ぅのの、感染席紺策や看語 のプ フ イ バ シー保語 な どメ ット幸ゝあいぉ

イ動く方々の資 兒Jや知点による病 くりが実践され、みとよ市民病院は建て られた と思 う

点 と、その今、働 く医療関係者 の、『 自分たちの病院』としヽう音識が継続されている点が素

晴らしいと黒 うn

もちろんコス 卜煮識 は重要であ り、今後の施設の建設 には十分配慮が必要である∩その上

で、魚者 さんに撰 ばれ る、喜 んでい tす る病院 となる う、朔t場の声 を しっか りだ

なが ら建設

長 浜 市 議 会

反映 させ

を准める必要 を強 く感 じた
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【の じまスコーラ】

長浜市の大き,な誤題である施設のス リム化 1こついて、 日的を明確にしたうえでの活用 につ

いて、民間のノウハウを大いに活 す ることは重要であ

市 の指市管理者部1産 る活 用 芹 耳′た 時 イこ 十 べ て が上 手 く縄 能 1ッ て るヽ とは 言 オ企い がこよ 彰

地域活性の視点から見れば一定寄与 している辛、のは多い∩

将来、人 口減少や財政的 点に立った検証 、地域力の源泉 としての思いをしつか りと見

め が ら こ と ま 彰｀ め る

が大切だと感 じたハ

長 浜 市 議 会


